














































































































































































『本町通り J (1920年)で描いたような「古き良き Jコミュニティの幻想は、
伝統的なアメリカン・スピリットとも結び付き、ミドゥルタウンでも一つの神
話を作り出していた。こうしたコミュニティが、産業化のブームによって、ま
た不況の嵐の中で、変貌を遂げ、次第に新しい構造を獲得していくさまを描く
リンド夫妻の筆は、実に綴密である。
たとえば、グローパル化などという、まだラフな形でしか全貌が明らかにさ
れていない変動の都市的意味を探る窃合にも、こうした綴密な分析方法は大き
なカを発揮するととだろう。
これと関連してもう一点、社会学の立場からの rミドゥルタウン』評価では
銭げ落ちがちな点を指摘しておきたい。 社会学史上におげる fミドゥルタウ
ン』に対しては、コミュニティ研究の代表作という評価を除けば、社会階層や
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権力構造の先駆的業績、または初期の消費社会分析などの評価が、与えられて
きた。またその方法論について、 rJらの調汽h法をIVJmした愚物Jの作品という
ことが言われてきた。
これらの評価は決して誤りではない。しかしそれらが、 『ミドゥルタウン』
研究の本来のねらいに対する評価ではないことは、是非とも指摘しておきたい。
彼らの業績として異彩を絞っているのは、そしてまた彼らのもともとのモチー
フとして重要なのは、変化を余儀なくされたミドゥルタウン・スピリットの行
方に関する分析であった。ここではその内容自体に触れる余裕はもうない。
重要なことは、社会変動を支える精神、またはそれに刃向かう精神自体の変
動分析を、コミュニティの祉会変動分析においても、もっと重視すべきだとい
うことだろう。変動というと、とかく産業経済や社会階層、政治権力に自が行
きがちだが、こうした点はもっと検討されてよい。
『ミドゥルタウン』から出発したのに、話はずいぶんそれてしまったようだ。
考えてみれば、ここで述べたような「都市J社会学を笑践するのは、そうたや
すいことではない。
「都市』祉会学は、時代を先取りすると同時に、自らの死をも先取りしてい
る。これは、皮肉ではあるが、 「都市」の必然である。したがって、そこには
一種の緊張が常に伴-うことになる.他方、幻想としての都市に安住し自己解体
への道を閉ざしてしまった「都市」牡会学は、初めから「死んでいる J、ごう
いっても過言ではないだろう。
Zミドゥルタウン』は、単なるコミュニティ研究から祉会変動論へと浮上し
・ていくことによって、逆にすぐれた『都市 J研究として生き残ることができた。
われわれに、このような作品が残せるであろうか。このことは、ひとえに、変
化する時代の行方をみつめるわれわれ自身のまなざしのありかに、かかってい
る。
(まちむら たかし/筑波大学)
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